
1 全 　 　  葉第 　 　 　 号

係　員

鳴門市　 都市建 設部　土 木課

令 和
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製作年月 所 属 年 度
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係員

補修一般図

照査設計・製図副課長課長 係　長

縮 尺 (A1)： 図示  
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令和 7年 7月 年 度7

大谷川第1橋橋梁補修工事
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塗装塗替工（上部工），防護柵取替工，表面含浸工（地覆，床版下面）

塗装塗替工（上部工），防護柵取替工，表面含浸工（地覆，床版下面）

塗装塗替工（上部工）

伸縮装置取替工（A1橋台）

表面含浸工（地覆，床版下面）

防護柵取替工
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22′
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86°
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沓座モルタル打換工

（床版張出し部）

沓座モルタル打換工
（A1橋台）

伸縮装置取替工

支承防錆工，

断面修復工

断面修復工

断面修復工

断面修復工

支承防錆工，

左岸側
起点

右岸側
　終点

大
谷

川

右岸側
　終点

左岸側
起点

床版コンクリート t=200mm

舗装コンクリート t=50mm

断面図 S=1:40

上部工断面図

補修一般図 S=1:60

大谷川第1橋

平面図

側面図

施工時水位(非出水期)　T.P=+0.646

下部工形式

基礎工形式

適用示方書

緊急輸送路の指定

諸　　　元

大谷川第1橋

(自)徳島県鳴門市大津町大幸淵の上外

(至)徳島県鳴門市大津町大幸淵の上外

木津野松村線

徳島県鳴門市

22.00m

1径間

全幅6.60m、有効幅員6.00m

単純鋼合成鈑桁橋

逆T式橋台2基

不明

2等橋(TL-14)

昭和39年道路橋示方書

無し

上部工形式

幅 員

径 間 数

橋 長

管 轄

路 線 名

所 在 地

橋 梁 名 称

項 目

設 計 荷 重

架 設 年 度

交 差 物 件

【橋梁諸元】

水道管、NTT添 架 物

1966年（昭和42年）

一級河川 吉野川水系 大谷川

A2A1

A2A1

支点部 中央部

【補修項目】

項目 単位 数量

塗装塗替工 m2

m2

基

備考

表面含浸工

沓座モルタル補修工 2

伸縮装置取替工

m防護柵取替工 44.8

上部工

上部工

上部工

上部工

上部工

基 2

m2断面修復工 下部工

209

173

0.04



S=1:20

塗装塗替工(主桁)
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1-Sole PL240x22x220
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 G1-10850
 G2-11090

1-Web PL1200x9
 G1-11090
 G2-10850

1-Spl PL250x14x770

2-Spl PL 80x16x770

20-HTB M22x85(F11T)

2-Spl PL320x9x780

72-HTB M22x70(F11T)

1-Spl PL430x19x960

2-Spl PL180x22x960

44-HTB M22x115(F11T)
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Fix Mov
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補修詳細図(その1)

全 　 　  葉第 　 　 　 号

係　員

鳴門市　 都市建 設部　土 木課

令 和

図面番号 図面総数

工事名称

製作年月 所 属 年 度

図名

係員

照査設計・製図副課長課長 係　長

縮 尺 (A1)： 図示  

9

令和 7年 7月 年 度7

大谷川第1橋橋梁補修工事
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位置図

A - A

主桁断面

B - B

S=1:100

補修詳細図(その1)
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支間中央

80 230 80 80

9
0
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80 230 80

2
4
0

420

9
0

420 240

12-HTB M22x60(F11T)

(0.60kg/m2/回）

(0.20kg/m2/回）

(0.14kg/m2/回）

(0.12kg/m2/回）
現場添接

現場添接

1-Flg PL200x8x3588 1-Web PL1000x8x3758

1-Flg PL200x8x3588

1-Flg PL200x8x3588

1-Flg PL200x8x3588

1-L130x130x12x35702-Guss PL230x9x250 1-Guss PL250x9x850

1-L130x130x12x3570

2-Guss PL250x9x400

1-L90x90x10x770

2-L90x90x10x1540

1-Flg PL200x9x250

1-Flg PL200x8x5813

素地調整工 Rc-II

防食下地工（有機ジンクリッチペイント）

下塗工（弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 2回）

中塗工 (弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗)

上塗工 (弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗)

鋼材表面

塗装面積a=0.26m2

G2

G1

G2G1

G2G1

適用 : 鋼部材の塗替えに適用する。

塗装工程
使用量

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形フッ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

塗 料 名

素地調整

防食下地

下塗

下塗

上塗

中塗

(g/m2)

2種

弱溶剤形フッ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

600

200

200

120

140

Rc-II塗装系

位置図 S=1:100

S=1:20

塗装塗替工(対傾構、支承)

端対傾構 中間対傾構

塗装塗替要領

補修詳細図(その2)

塗替塗装工

支承 S=1:10

補修詳細図(その2)

※十分な養生と飛散防止を行うこと。
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4

補修詳細図(その3) S=1:50

起点側

断面修復工(上部工)

番号 算　式

0.15x0.25

数量単位

0.038m2ア

m2 0.003

A2A1

G1

G2

ア　断面修復工

イ　断面修復工

m2合計 0.041

イ 0.05x0.05

平面図

断面修復工詳細図 施工フロー

床版下面

断面修復工

注記

1,本図面は、既存資料を基に現地計測やスケールアップ等にて

  図化したものである。

2,詳細な寸法等に不明箇所がある為、必要に応じて再計測等を

  実施すること。

補修詳細図(その3)

（
平

均
厚

）

5
0
m
m
程

度

1
0
m
m
程

度

1
0
m
m
程

度

2
0
m
m
程

度

■施工上の留意点
　※1.はつり範囲にカッターを入れ電動ピックにより、
　　　ひび割れ或いは剥離箇所の脆弱部をはつり除去
      する。鉄筋の錆は、ベビーサンダー等により除
      去する。
　※2. かぶり厚さが確保出来ない箇所については、
　　　 20mm程度膨らして断面修復を行うこと。

開　始 打音調査
ひび割れ調査

うき-剥離面のコンクリートの
　　 はつり-鉄筋の露出

鉄筋表面に鉄筋防せい材塗布

コンクリート面に
 プライマー塗布

鉄筋のさび落とし-清掃

コンクリートの欠損部に
　 充てん材を充てん

養　生

終　了

カッター工

打継用エポキシ樹脂接着剤塗布

鉄筋防錆材塗布（既設鉄筋ケレン後）

断面修復材充填（ポリマ-セメントモルタル）

カッター工 カッター工
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5

補修詳細図(その4)

表面含浸補修工

箇所 算　式

(0.150+0.400)x2x21.940

数量単位

m2

m2

m2

((1.304+0.316)x2+3.000)x21.940

側面

下面

合計

0.300x2x21.940 m2上面

表面含浸工詳細図

表面含浸工

補修詳細図(その4) S=1:10

A2A1

G1

G2

位置図 S=1:100沓座モルタル打換工

沓座モルタル打換工、表面含浸工

1 - 1

2 - 2

3
 
-
 
3

補修箇所

既設はつり・チッピング

13

24

136

173

CL

300 6000 300

6600

1400 3800 1400

 
4
0
0

3161304 1304
316

3000

 
4
0
0

1
5
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1
5
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230 支間 21480 230

桁長 21940

1
4
0
0

3
8
0
0

1
4
0
0

6
6
0
0

1
0
0

2
3
0

1
0
0

4
3
0

100 460 100

660

a=0.190m2

a=0.190m2

100 460 100

660
2
0
6
5

8
5

1
0
0

2
3
0

1
0
0

4
3
0

65 20

85

100 460 100

5
0

沓座モルタル

チッピング

沓座面沓座面

断面図
はつり(鉄筋まではチッパー)

はつり(鉄筋背面電動ピック)

サンドブラストによる除錆(Sa2)

鉄筋防錆剤塗布

施工手順

注）表面含浸工の施工範囲は、地覆(天端、内外側)、床版下面とする。

S=1:40

起点側 終点側

右岸側 左岸側

プロテクトシルCIT同等品以上塗布(躯体コンクリート)
使用量：0.630 l/m2

断面修復材充填
(ポリマーセメントモルタル)

プライマー塗布

注)　鉄筋腐食抑制効果が認められる材料を使用すること。

標準塗布量：0.630 l/m2

 N=1

 N=1

2 2

3

3

1 1

名   称

箇所

単位 箇所数

2A1橋台

備　考

G1～G2

a=0.005m2

躯体コンクリート

床版コンクリート t=200mm

舗装コンクリート t=50mm

表面含浸修復工表面含浸修復工

下地処理(部分補修・清掃)

プロテクトシルCIT同等品以上

沓座モルタル補修

沓座モルタル補修

チッピング t=20mm

はつりコンクリート

チッピング t=20mm
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伸縮装置取替構造図 S=1:50

伸縮継手断面図 S= 1:5

シール材充填図 S= 1:2

断面図

平面図

配置図 S= 1:100

伸縮装置取替構造図

400

橋台側

30

250 76～96 250

9
07
5

D
1
9

350

桁側

80 15080150

51
5～25

20

9
0

39 8

400

橋台側

30

250 86～116 250

9
07
5

D
2
2

350

桁側

80 15080150

61
5～35

20

9
0

49 8

30

1
5

3000 3000

6000 300300

1506
2x1500=3000

1506

6012
301

301

1506
2x1500=3000

1506

6012
301

301

3
0
0

6
0
0
0

3
0
0

6
6
0
0

30 桁長　21940 30

橋長　22000

86
゜

86
゜

86゜

86゜

型

枠

材

車道部

A1

型

枠

材

車道部

A2

A1

A2

A1 A2

F M

20用

30用

SD345

ctc250

ctc250

SD345

通し筋 D16

超速硬コンクリート 現場接合弾性シール材

コンクリートアンカー D16用

現場接合弾性シール材超速硬コンクリート

コンクリートアンカー D16用

通し筋 D16

シール材

バックアップ材

プライマー塗布シール材シール材

シール材

シール材

シール材

シール材

伸縮継手材料表

シリコン系シール材

車道用,通し筋を含む

備  考材  質名        称

地覆部

コンクリートアンカー D16用

超速硬コンクリート

A1数量 合　　計

0.27 0.54

m30.406 m30.812

本 本192

A2数量

m30.406

本96

m6.012

注）伸縮継手長を含む各寸法および数量は現地測量後決定すること。

m6.012

0.27

m6.012

96

〃

m6.012 車道用,通し筋を含むSD345 弾性シール材
SS400 合成ゴム

リッター リッター リッター

20用

30用
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断面図 S=1:40
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注1) 割り付け寸法は実長で示す。

注2) 支柱製作時は、縦断勾配を考慮すること。

注3) アンカー削孔時は、地覆鉄筋を傷つけないよう
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防護柵取替構造図(その2)
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